
日
時
：
平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
日(

日) 

十
三
時
～
十
五
時
半
（
二
次
会
十
七
時
ま
で
） 

会
場
：
「
ク
ル
ー
ズ
ク
ル
ー
ズ
」
八
階 

出
席
者
：
八
十
九
名(

旧
師
ご
招
待
見
合
せ
） 

次
第
：
物
故
者
報
告
・
黙
祷
、
母
校
と
同
窓

会
近
況
説
明
、
入
学
時
ク
ラ
ス
別
記
念
写
真

映
写
、
校
歌
ほ
か
全
員
斉
唱
。 

二
次
会
も
同
会
場
で
歓
談
、
約
半
数
が
参
加
。 

＊ 
 
 

＊ 
 
 

＊ 

７
回
生
同
期
会
は
取
壊
し
直
前
だ
っ
た
朝

陽
同
窓
会
館
で
二
〇
〇
二
年
秋
に
開
催
の
後
、

〇
五
年
春
以
降
の
十
年
間
は
二
年
ピ
ッ
チ
で

開
催
し
て
き
た
。
喜
寿
の
前
回
も
秋
で
、
今

回
も
秋
の
開
催
と
な
っ
た
。
以
下
は
幹
事
団

の
立
場
か
ら
の
反
省
記
録
の
ご
紹
介
。 

○
御
苑
散
策
：
昼
前
の
短
時
間
、
新
宿
御
苑

で
の
散
策
を
呼
び
掛
け
た
が
、
朝
方
の
雨
の

せ
い
か
定
刻
参
加
七
名
と
は
残
念
だ
っ
た
。 

○
恩
師
招
待
見
合
せ
：
五
十
周
年
に
は
健
在

の
五
先
生
が
ご
出
席
く
だ
さ
っ
た
。
十
年
後

の
今
回
は
唯
一
人
Ｎ
先
生
が
ご
健
在
と
承
知

し
な
が
ら
ご
高
齢
を
慮
っ
て
ご
案
内
を
遠
慮

し
た
所
、
直
前
の
担
任
ク
ラ
ス
会
に
は
ご
機

嫌
麗
し
く
出
席
さ
れ
た
と
聞
き
幹
事
愕
然
。 

○
会
場
設
営
と
歓
談
の
兼
合
い
：
当
初
計
画
の

「
立
食
パ
ー
テ
ィ
」
で
は
椅
子
が
五
十
ま
で

し
か
入
ら
な
い
と
判
明
。
高
齢
ゆ
え
の
卒
倒

者
も
出
か
ね
な
い
の
で
、
着
席
方
式
に
変
更
、

た
だ
し
テ
ー
ブ
ル
指
定
は
「
歓
談
」
に
入
っ

た
ら
無
効
と
し
大
い
に
交
流
願
い
た
し
と
冒

頭
に
呼
び
掛
け
た
。
こ
れ
は
会
の
盛
上
り
・

大
賑
い
の
最
大
要
因
と
な
っ
た
が
、
前
半
の

報
告
・
説
明
の
時
も
各
所
で
話
が
弾
み
、
蜂

の
巣
状
態
。
入
学
記
念
写
真
を
映
写
し
た
と

き
だ
け
一
瞬
や
や
静
ま
っ
た
が
、
そ
の
写
真

自
体
が
ま
た
火
種
に
な
っ
た
ご
と
く
、
以
後

騒
ぎ
が
収
ま
る
こ
と
は
つ
い
に
な
か
っ
た
。

途
中
か
ら
近
況
等
ス
ピ
ー
チ
を
募
っ
た
進
行

は
話
者
の
隣
に
い
て
も
聴
き
取
れ
な
い
と
い

う
悲
惨
な
結
末
。
誰
か
が
名
言
を
吐
い
て
い

た
「
こ
の
歳
に
な
っ
た
ら
、
み
ん
な
話
を
聴

き
に
来
る
の
じ
ゃ
な
い
。
し
ゃ
べ
り
た
さ
・

聴
い
て
も
ら
い
た
さ
だ
け
さ
。
耳
も
遠
い
し
」
。

幹
事
会
で
も
既
に
「
二
時
間
く
ら
い
し
ゃ
べ

り
尽
く
す
方
向
」
と
合
意
し
て
い
た
の
に
ス

ピ
ー
チ
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が

ま
さ
に
要
反
省
か
。 

○
音
響
効
果
の
工
夫
不
足
：
立
食
方
式
に
準
ず

る
会
場
づ
く
り
で
厨
房
と
の
間
仕
切
り
を
撤

去
し
て
い
た
の
で
、
マ
イ
ク
の
音
が
吸
わ
れ

て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
た
だ
、
飛
入
り
氏
が

突
如
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
を
歌
い
あ
げ
た
時
は
会

場
が
圧
倒
さ
れ
た
こ
と
は
特
記
し
て
お
く
。 

○
校
歌
ほ
か
斉
唱
：
今
回
も
ま
ず
国
民
的
ナ

ツ
メ
ロ
「
青
い
山
脈
」
。
在
学
中
の
流
行
に
限

定
す
る
と
「
君
の
名
は
」「
テ
ネ
シ
ー
ワ
ル
ツ
」

や
ひ
ば
り
の
も
の
に
な
る
が
「
み
ん
な
で
歌

う
」
に
は
や
は
り
こ
れ
し
か
な
い
。
歌
詞
は

二
曲
と
も
映
写
し
た
が
、
肝
心
の
校
歌
の
楽

譜
を
用
意
せ
ず
指
揮
者
に
叱
ら
れ
る
失
敗
も
。 

◎
最
後
の
一
本
締
め
が
勢
い
余
っ
て
三
本
に

な
っ
た
の
も
御
愛
嬌
。
反
省
は
反
省
と
し
て
、

多
く
の
参
加
者
の
反
響
か
ら
概
し
て
盛
会
だ

っ
た
と
厚
か
ま
し
く
も
内
心
自
讃
し
て
い
る
。 

（
当
番
３
Ｃ 

Ｔ
Ｍ
・
Ｈ
Ｍ
・
Ｙ
Ｋ
） 

卒
業
六
十
周
年
記
念
同
期
会
報
告
（
７
回
） 

 


